
本時の展開（１／４）

(1) ねらい 古典のリズムを生かして音読し、文章の大体の内容をつかむ。

(2) 準 備 ワークシートＡ・デジタル教科書・ＰＣ・プロジェクタ・スクリーン・人物絵図

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 単元の課題を知る。

［単元の課題］

四季の美しさに対する作者の捉え方を理解しよう。

２ 現代の季節感を話し合う。 15 ・古典単元の学習に入る前に、生徒たちのもつ率直

①自分が思う、四季にふさわしい風 分 な季節感を交流させる。

物を書く。 ◎数人に「春と言えば」「夏と言えば」と問いかけ、

（ワークシートＡ１） 風物の具体的な事例とする。

②グループで伝え合う。

③伝え合って現代の季節感について

感じたことをまとめ、数名が発表

する。

（ワークシートＡ２）

３ 本時のめあてを知る。

［本時のめあて］

・古典特有のリズムを生かして音読しよう。

・文章の大体の内容をつかもう。

４ 作者や作品について基礎的な事項 15 ・教科書33ページの作者や出典の解説部分を音読さ

をまとめる。 分 せ、重要語句に線を引かせる。

（ワークシートＡ３） ・人物絵図（清少納言・中宮定子・紫式部・中宮彰

子・一条天皇）を提示し、人物の関係を説明する。

・ 曙 など、デジタル教科書の映像を活用する。
あけぼの

５ 古典のリズムを生かして音読する。 ◎歴史的仮名遣いや言葉の区切りなどに注意させる。

①範読を聞く。 ◇古典特有の表現やリズムに注意しながら音読す

②繰り返し音読する。 ることができている。

（個人・ペア・全体など） （観察・発表）【読む】

６ 文章の大体の内容をつかむ。 20 【本文の構成の特徴】

①本文の構成の特徴を確認する。 分 ①（季節）は（時刻）。…体言止め

②その時刻に見られるすばらしいものや、その季

節にふさわしいもの。

②句読点で現代語訳と対応させる。 ・「山ぎわ」と「山の端」の違いを図で説明する。

③作者が褒めている風物を発表する。 【作者が褒めている風物】

④基本的な古語の意味を確認する。 春：あけぼの・山ぎわ（空）・雲

（ワークシートＡ４） 夏：夜・月・闇・蛍・雨

秋：夕暮れ・夕日・ 烏 ・雁・風の音・虫の音
からす かり

冬：つとめて・雪・霜・火・炭

７ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（２／４）

(1) ねらい 現代文と横断し、学習課題への興味・関心を高める。情景描写から、四季の美しさに対

する作者の捉え方の特徴に気付く。

(2) 準 備 ワークシートＢ・キーワード短冊①②③

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。

［本時のめあて］

・情景描写の巧みさを捉えよう。

・四季の美しさに対する作者の捉え方の特徴を知ろう。

２ 既習の現代詩「見えないだけ」と 15 ・題材の共通性（身近に存在する対象や事象の美し

横断する。 分 さやすばらしさ）の視点で既習の現代詩と横断さ

せ、「枕草子」に現代的な価値を与える。

①「見えないだけ」に取り上げられ ・同じ題材を平安時代の作者はどう描写したのだろ

ている対象や事象を想起する。 うかと問い、次の学習課題への動機付けとする。

②「枕草子」と「見えないだけ」の 【作者のものの捉え方のキーワード短冊①提示】

題材の共通性を知る。 ①身近な対象や事象への注目

３ 「枕草子」の情景描写を捉える。 20 ◎それぞれの観点ごとに描写の一例を示す。

（ワークシートＢ１） 分

①それぞれの季節の描写を、視覚、

聴覚、皮膚感覚の三観点に分けて

書き出す。

②複数の生徒が季節や観点ごとに発

表し、全体で確認する。

４ 四季の美しさに対する作者の捉え 15 ◎視覚、聴覚、皮膚感覚の三観点の描写から感じた

方の特徴を知る。 分 ことや、その描写から伝わるよさを書くように助

（ワークシートＢ２・３） 言をする。

①個人で気付いたことを書く。

（予想される生徒の反応）

・美しい情景を、目に浮かぶように ◇描かれている四季の情景描写を読み、鋭い観察

詳しく書いている。 力や繊細な感覚など、作者のものの捉え方の特

・情景が映像のように変化している。 徴に気付くことができている。

・「紫」「闇」「白」など色で具体的 （ワークシート・発表）【読む】

な情景を書いている。

・視覚だけでなく聴覚や皮膚感覚な

どでも風物を表現している。

②意見を全体で共有し、まとめる。 ・生徒の意見を生かし、キーワードとしてまとめる。

【キーワード短冊②③提示】

②鋭い観察力（色、様子、変化など）

③繊細な感覚（視覚、聴覚、皮膚感覚など）

５ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（３／４）

(1) ねらい 思考ツールを活用し、四季の美しさに対する作者の捉え方の特徴を知る。

(2) 準 備 ワークシートＣ・操作盤（班交流用・全体発表用）・キーワード短冊④⑤⑥

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。

［本時のめあて］

当時の美意識との関連から、四季の美しさに対する作者の捉え方の特徴を知ろう。

２ 「枕草子」成立当時の一般的な美 10 ・当時の固定化された美意識を端的に説明する。

意識を知る。 分

３ 思考ツールの活用により、四季の ・当時の一般的な美意識と作者が褒める風物との関

美しさに対する作者の捉え方の特徴 連の強さをエリアシート上に可視化させる。

に気付く。 30 ◎決まった正解はないことを伝える。

①作者が褒める風物を書き出す。 分 ・班交流及び全体発表では、表現しながら思考が深

（ワークシートＣ１） められるように、マグネット操作盤を活用する。

②班で交流する。 （操作例）

③特徴的な意見をもつ数班が、全体

に発表する。

④四季の美しさに対する作者の捉え

方として、考えたことや気付いた

ことを書く。

（ワークシートＣ２）

（予想される生徒の反応）

・当時の一般的な美意識と同じもの、

似ている（関連が強い）もの、違

う（関連が弱い）ものを全て褒め

ている。

・当時の一般的な美意識と違うもの

を多く褒めている。

・当時の一般的な美意識とは正反対

のものを褒めている。 ◇独自性など、作者のものの捉え方の特徴に気付

・花や虫、鳥獣だけではなく空や時 くことができている。

間帯を褒めている。 （ワークシート・発表）【読む】

⑤意見を全体で共有し、まとめる。 ・生徒の意見を生かし、キーワードとしてまとめる。

（ワークシートＣ３） 【キーワード短冊④⑤⑥提示】

④独自性

⑤常識や周りにとらわれない

⑥新しい発見や魅力を読み手に示す

４ 現代の季節感と比較する。 10 ・当時には存在しないものや、あまりに遠く離れて

①自分の季節感（第１時を想起）を 分 いると思う風物は、シートの欄外に書かせる。

書き入れ気付いたことをまとめる。

（ワークシートＣ４）

５ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（４／４）

(1) ねらい 現代文と横断し、身近な対象や事象に対する作者の捉え方の特徴を明らかにする。

(2) 準 備 ワークシートＤ・タイマー・国語教科書（光村図書１年）・キーワード短冊①～⑥

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る

［本時のめあて］

・作者のものの捉え方と現代との共通点や類似点を探そう。

・作者のものの捉え方の特徴について、自分の考えをもとう。

２ 既習の全現代文と横断し、身近な 40 ・題材の共通性（身近な対象や事象）の視点で現代

対象や事象に対する捉え方について、 分 文と横断させ、叙述に基づく具体的で深い比較を

作者と現代との共通点や類似点を探 行う。

す。

（ワークシートＤ）

①今までの学びを振り返り、作者の 【キーワード短冊①～⑥提示】

ものの捉え方をキーワードで確認 ①身近な対象や事象への注目

する。 ②鋭い観察力（色、様子、変化など）

③繊細な感覚（視覚、聴覚、皮膚感覚など）

④独自性

⑤常識や周りにとらわれない

②キーワードの六観点と共通・類似 ⑥新しい発見や魅力を読み手に示す

する現代の作品を個人で探す。

◇叙述を根拠にして、ものの捉え方について清少

納言と共通・類似する現代の作品を探している。

（ワークシート・発表）【読む】

③ワールドカフェ形式で交流し、発 ・交流により得た新たな発見（作品名や根拠）は、

見を広げたり共有したりする。 色を変えてワークシートに書き足させ、発見の広

がりを可視化させる。

３ 発見した共通点や類似点をまとめ、 10 ◎横断で発見した共通点や類似点から気付いたこと

その結果について考察する。 分 及び、読み手の反応などについて考察するように

（ワークシートＤ） 助言する。

（予想される生徒の反応）

・独自性のある作品は、現代の詩や

物語などに多い。 ◇ものの捉え方について、作者と現代との間に共

・新しい発見や魅力を示す作品は、 通点や類似点が多くあることや、そこから自分

現代の説明文に多い。 で気付いたことを記述したり発表したりしてい

・清少納言のものの捉え方は現代と る。

共通、類似している部分が多い。 （ワークシート・発表）【読む】

・読者を引き付けるための工夫とし

て独自性を発揮したのではないか。
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枕 草 子

ま く ら の そ う し

Ａ

【 目 標 】 古 典 の リ ズ ム を 生 か し て 繰 り 返 し 音 読 し よ う 。 ま た 、 文

章 の 大 ま か な 内 容 を つ か も う 。

１ 自 分 が 考 え る 、 そ れ ぞ れ の 季 節 に ふ さ わ し い 風 物 を 三 つ ず つ 書 こ う 。

春 秋

夏 冬

２ グ ル ー プ で 紹 介 し 合 い 、 現 代 の 私 た ち の 季 節 感 に つ い て 、 思 っ た こ と を 書 こ う 。

３ 作 者 と 作 品 に つ い て 、 教 科 書 の 「 作 者 」 「 出 典 」 を 参 考 に し て 書 こ う 。

作 者 名 （ よ み が な ） 時 代 父 親 ・ 仕 え た 人

父 親:

仕 え た 人:

４ 次 の 語 句 の 意 味 を 、 現 代 語 訳 を 参 考 に し て 書 き 抜 こ う 。

① あ け ぼ の ② や う や う

③ あ か り て ④ た な び き た る

⑤ さ ら な り ⑥ な ほ

⑦ 飛 び ち が ひ た る ⑧ を か し

⑨ い と ⑩ あ は れ

⑪ ま い て ⑫ つ ら ね た る

⑬ 言 ふ べ き に あ ら ず ⑭ つ と め て

⑮ さ ら で も ⑯ つ き づ き し

⑱ わ ろ し

二 年 組 番

名 前

⑰ ぬ る く ゆ る び

も て い け ば
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枕 草 子

ま く ら の そ う し

Ｂ
【 目 標 】 四 季 の 美 し さ に 対 す る 作 者 の 捉 え 方 の 特 徴 を 知 ろ う 。

１ 現 代 語 訳 を 参 考 に し て 描 写 の 巧 み さ を 捉 え よ う 。 （ ） は 想 像 で き る も の 。

季 節 時 刻 や 視 覚 聴 覚 皮 膚 感 覚

時 間 帯 風 物 色 彩 ・ 明 る さ

春 明 け 方 山 ぎ わ 白 ん で い く

夏 月 （ 光 ）

秋

烏 （ 烏 の 鳴 き 声 ）

日 が す っ か

り 沈 ん で し

ま っ て

冬
２ 四 季 の 美 し さ に 対 す る 作 者 の 捉 え 方 の 特 徴 に つ い て 、 気 付 い た こ と を 書 こ う 。

３ 四 季 の 美 し さ に 対 す る 作 者 の 捉 え 方 の 特 徴 を キ ー ワ ー ド で ま と め よ う 。

① （ ）

② （ ）

③ （ ）

二 年 組 番

名 前
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枕 草 子

ま く ら の そ う し

Ｃ
【 目 標 】 四 季 の 美 し さ に 対 す る 作 者 の 捉 え 方 の 特 徴 を 知 ろ う 。

１ 作 者 が 『 枕 草 子 』 で 取 り 上 げ た 風 物 と 、 当 時 の 一 般 的 な 美 意 識 を 比 較 し よ う 。

夏 当 時 の 美 意 識 か ら 遠 い 風 物 秋

物 物

物 風 識 時 鳥 紅 葉 雁 風 物

風 い 意 蛍 月 い 風

い 遠 美 萩 遠 い

な ら な 鹿 ら な

し か 的 虫 か し

在 識 般 桜 識 在

存 意 一 梅 意 存

は 美 の 鶯 雪 美 は

時 の 時 蛙 の 時

当 時 当 山 吹 時 当

当 当

春 当 時 の 美 意 識 か ら 遠 い 風 物 冬

２ 作 者 が 取 り 上 げ た 風 物 と 当 時 の 一 般 的 な 美 意 識 を 比 較 し て 、 考 え た こ と や 気 付 い

た こ と を 書 こ う 。

３ 四 季 の 美 し さ に 対 す る 作 者 の 捉 え 方 の 特 徴 を キ ー ワ ー ド で ま と め よ う 。

④ （ ）

⑤ （ ）

⑥ （ ）

４ 作 者 が 取 り 上 げ た 風 物 、 当 時 の 一 般 的 な 美 意 識 、 自 分 の 季 節 感 を 比 較 し て 、 考 え

た こ と や 気 付 い た こ と を 書 こ う 。

二 年 組 番

名 前
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枕 草 子

ま く ら の そ う し

Ｂ
Ｄ

【 目 標 】 作 者 の も の の 捉 え 方 と 現 代 と の 共 通 点 や 類 似 点 を 探 し 、

そ の 結 果 に つ い て 自 分 の 考 え を も と う 。

○ 作 者 の も の の 捉 え 方 と 共 通 点 ・ 類 似 点 が あ る 作 品 を 、 教 科 書 か ら 探 そ う 。

⑴ 個 人 で 探 し て 左 の 表 に 書 こ う 。 教 科 書 の 根 拠 と な っ た 叙 述 に 線 も 引 こ う 。

作 者 の も の の 見 方 や 考 え 方 共 通 点 の あ る 作 品 の 題 名 理 由 （ 自 分 の 言 葉 で 簡 潔 に ）

① 自 然 や 、 身 の 回 り の

風 景 を 見 つ め て い る 。

② 鋭 い 観 察 力 が あ る 。

③ 視 覚 、 聴 覚 、 皮 膚 感 覚

な ど の 繊 細 な 感 覚 が あ

る 。

④ 常 識 や 周 り に と ら わ れ

す ぎ ず 、 自 分 の 心 の 中

を 、 自 由 に 表 現 し て い

る 。

⑤ 他 と は 違 う 独 自 性 が あ

る 。

⑥ 新 し い 発 見 や 新 し い 考

え 方 、 新 し い 魅 力 を 読

者 に 伝 え て い る 。

⑵ 班 で 交 流 し よ う 。

① ジ ャ ン ケ ン を し て 、 勝 っ た 人 か ら 発 表 し よ う 。 （ 題 名 と 理 由 を 読 み 上 げ る 。 ）

② 友 達 の 発 表 を 聞 い て 、 増 え た も の は 色 で 書 き 足 そ う 。

⑶ メ ン バ ー を 変 え た 班 で 交 流 し よ う 。 増 え た も の は 色 で 書 き 足 そ う 。

⑷ 元 の 班 に 戻 り 、 交 流 の 結 果 を 伝 え 合 お う 。 増 え た も の は 色 で 書 き 足 そ う 。

⑸ 作 者 の も の の 捉 え 方 と 現 代 と の 共 通 点 に つ い て 、 気 付 い た こ と や 思 っ た こ と を 書 こ う 。

二 年 組 番

名 前
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本時の展開（１／６）

(1) ねらい 現代文と横断し、単元の課題への興味・関心を高める。単元の課題を捉える。

(2) 準 備 琵琶法師ＣＤ・ＣＤデッキ・釈迦涅槃図掲示用・「君たちはどう生きるか」
び わ しや か ね はん

プロジェクタ・スクリーン・携帯・ワークシートＡ

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 図書室配架の書籍「君たちはどう 10 ・Ｓociety5.0動画を視聴させ、近未来の姿を想起さ

生きるか」と横断する。 分 せる。ＡＩ等の進化する時代だからこそ人間の生

①近未来の社会の姿を想起した上で、 き方や在り方が問われることを知らせる。

「君たちはどう生きるか」の教師の

読み上げを聞く。

②「君たちはどう生きるか」のテー ・テーマの共通性（人間の生き方）の視点で現代の

マを教師の説明で知る。 ベストセラー書籍と横断させ、「平家物語」に現

③「平家物語」と「君たちはどう生 代的な価値を与える。

きるか」のテーマの共通性を知る。

２ 生きる上で大切にすること（大切 10 ◎お金や物などの具体物に限らず、心情や態度に関

にしたいこと）の考えを話し合う。 分 することも考えるように助言する。

【発問】

・自分が生きる上で、大切にしてい

ること（したいこと）は、どんな

ことですか。

（予想される生徒の反応）

・優しさ・思いやり・命 ・家族

・友達・自分らしさ

（ワークシートＡ１）

３ 冒頭部分を音読する。 10 ・歴史的仮名遣いや言葉の区切り、対句表現などに

①個人・ペア・全体などの形態や速 分 注意させる。

さを変えて、繰り返し音読をする。 ◇古典特有の表現やリズムに注意しながら音読し

②仮名遣いを確認する。 ている。

（ワークシートＡ２） （観察・発表）【読む】

４ 「平家物語」の世界観に触れる。 20 ・原文と現代語訳を対応させて、大体の内容を理解

①現代語訳を基に、内容を知る。 分 させる。

②無常観について知る。 ・祇園 精 舎、無常堂の鐘の音、沙羅双樹などについ
ぎ おんしようじや

（ワークシートＡ３） て簡単に説明し、「平家物語」の世界観に触れさ

せる。

・単なる史実ではなく、様々な人物の生きる姿が描

５ 単元の課題を知る。 かれていることを知らせる。

［単元の課題］

「平家物語」の登場人物が生きる上で優先する価値観を理解しよう。

６ 音読を楽しむ。（暗唱する）

７ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（２／６）

(1) ねらい 「扇の的」場面の展開を捉える。

(2) 準 備 源平合戦図 屏 風図掲示用・日本地図掲示用・人物絵図・ デジタル教科書・範読ＣＤ
びよう ぶ

ＣＤデッキ・スクリーン・ＰＣ・プロジェクタ・ワークシートＢ

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。 ・前時の復習として冒頭部分を音読させる。

［本時のめあて］

表現やリズムに注意して読み、場面の展開を捉えよう。

２ 源平合戦の様子について知る。 10 ・源平合戦図屏風（教科書 140㌻～ 141㌻）
分 ・デジタル教科書を活用し、動画を視聴する。

３ 「扇の的」の場面に至るまでの経 15 ・現代文の解説部分を人物名や地名に注意しながら

緯を捉える。 分 読ませる。

①範読を聞き、内容を知る。 ①範読ＣＤ「治承四年～相対した。」

②人物名や地名を取り出し、登場人 人物名→源頼朝・木曾義仲・義経

物の関係や屋島の合戦に至るまで 地名→伊豆・鎌倉・信濃・北陸・京・一ノ谷

の経緯を捉える。 屋島を指摘させる。

（ワークシートＢ１・２） 人物名、地名を日本地図上で整理する。

②範読ＣＤ「日暮れを迎え~あると見えた。」
人物名→那須与一・義経 ･･･源氏

若い女房 （五十歳の男）･･･平家

４ 「扇の的」原文を読み味わう。 15 ・範読ＣＤ「ころは二月～言ふ者もあり。」

①範読を聞き、読み方を知る。 分 ◎歴史的仮名遣いや古典特有の言い回し、言葉の区

②音読をする。 切り、七五調のリズムや対句表現に注意させる。

・範読に続けて読む、ペアで句読点

ごとに読む、ペアで速度をそろえ ◇古典特有の表現やリズムに注意しながら朗読し

て読むなど多様な形式で読み慣れ ている。

る。 （観察・発表）【読む】

・古典特有の語や難語句などは、原文の音読の際に

端的に補足説明をして内容理解を助ける。

５ 場面の展開を捉える。 10 ・現代語訳を参考に登場人物や出来事を確認する。

（ワークシートＢ３） 分 第一場面：両軍が与一に注目する。

第二場面：与一が故郷の神々に祈る。

第三場面：与一が扇の的を射落とす。

第四場面：与一が舞いを舞う男を射倒す。

◇現代語訳を手掛かりにして、場面の展開や人物

の関係を捉えている。

（ワークシート・発表）【読む】

６ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（３／６）

(1) ねらい 登場人物の心情の変化を捉える。

(2) 準 備 ワークシートＣ

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。 ５ ・前時の復習として登場人物の関係や行動、屋島の

分 戦いにおける源氏と平家の位置関係などを振り返

る。

［本時のめあて］

与一の心情の変化を捉えよう。

２ 与一が扇を射るまでの部分を読ん 20 ・現代語訳の語句の意味を、更に解説する。

で、場面の状況を捉える。 分 ○旧暦の二月→現在の三月

①範読を聞き、音読をする。 ○北風→与一にとっての向かい風

②情景を捉える。 ○晴れがましい→一生の記憶に残る華やかな

（ワークシートＣ１） ○我が国→我が故郷（現在の栃木県）

○まみえる→会う

○おぼしめされる→お思いになる

・「二月十八日」「酉の刻」「北風激しくて」「磯打つ
とり

波も高かりけり」「沖には平家…、陸には源氏…」

などの表現から、与一には不利な状況であること

を捉えさせる。

３ 与一の覚悟とその理由を捉える。 ５ ・参考資料として、扇の的には戦の勝敗を占う吉凶

（ワークシートＣ２） 分 矢の要素があったことや、与一が指名され、辞退

が許されなかった詳しい経緯を紹介する。

（ワークシートＣ裏の資料を参照させる）

４ 与一の心情の変化を捉える。 20 ◎与一がそれぞれの場面で発している言葉を抜き出

（ワークシートＣ３） 分 させ、その言葉や場面の状況を手掛かりにして考

えさせる。

（予想される生徒の反応）

①義経から指名されたとき ◇場面の状況や言動を基に、与一の心情を想像し

・不安・自信がない・やりたくない ている。

②命令を辞退できず、波打ち際に馬 （ワークシート・発表）【読む】

を歩ませるとき

・不安・命令だから仕方がない

・源氏の名誉のためにやるしかない

③故郷の神々に祈ったとき

・緊張・覚悟・絶対に外したくない

５ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（４／６）

(1) ねらい 考えの異なる源氏の武士たちの心情を想像する。義経の行動の意味を捉える。

(2) 準 備 ワークシートＤ

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。 10 ・前時に学習した範囲を音読し、場面の状況や与一

分 の心情について振り返る。

［本時のめあて］

・源氏の武士たちの心情を考えよう。

・義経の行動の意味を捉えよう。

２ 与一が扇を射た後の部分を読んで 30 ・現代語訳の語句の意味を、更に解説する。

場面の状況を捉える。 分 ○おもしろさ→感動の深さ

①範読を聞き、音読をする。 ○感に堪えない→感情を抑えられない

②平家の老兵が舞を舞った理由を叙 ○舞を舞う→当時の意志表現（風流、風雅）

述から抜き出す。 ○長刀→ここでは攻撃のためではなく舞の道具

（ワークシートＤ１） ○五十ばかりなる男→当時の寿命は五十歳程度

３ 源氏の武士たちから「あ、射たり。」 ◎「平家の方には音もせず」の叙述から、どちらの

「情けなし。」の声が上がった理由 声も源氏側から上がったことに気付かせる。

を考える。

（ワークシートＤ２） ・源氏側にも様々な立場の武士がいて、いろいろな

（予想される生徒の反応） 思いをもって戦っていた様子を描いていることに

①「あ、射たり」 気付かせる。

・敵だから仕方がない

・二度も当てるとはすごい腕前だ

②「情けなし」 ◇場面の状況を基に、「あ、射たり」「情けなし」

・与一を褒めているのにかわいそう と言った人物の心情を想像している。

・無防備な相手を射るとはひどい （ワークシート・発表）【読む】

４ 「弓流し」の場面を読んで、義経 10 ・現代語訳の語句の意味を、更に解説する。

の行動について自分の考えをもつ。 分 ○嘲笑する→ばかにして笑う

①範読を聞き、音読する。 ○悔しいので→「弱さ」は武士として恥ずべき姿

②義経が弓を拾った理由を抜き出す。

③義経の行動について自分の考えを

伝え合う。

（ワークシートＤ３・４）

５ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（５／６）

(1) ねらい 思考ツールの活用と現代文との横断により、「平家物語」の登場人物が生きる上で優先

する価値観の特徴を明らかにする。

(2) 準 備 「光る地平線」要約版プリント・ワークシートＥ・操作盤（班交流用・全体発表用）

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のめあてを知る。 ５

分

[本時のめあて]

「平家物語」の登場人物が生きる上で優先する価値観を知り、現代の物語と比較させてその

特徴を明らかにしよう。 ※価値観･･･何を大切にしているか（行動や言葉を根拠にする）

２ 思考ツールの活用と現代文との横 35 ・それぞれの作品の登場人物が生きる上で優先する

断により「平家物語」と「光る地平 分 価値観を、レーダーチャート上で数値化させる。

線」の登場人物が優先する価値観の ・テーマの共通性（人間の生き方）の視点で現代文

特徴を比較する。 と横断させ、叙述に基づく具体的で深い比較を行

①個人で考える。 う。

（ワークシートＥ１） ◎登場人物の行動の仕方や言葉などを根拠として数

②班で交流する。 値が決められればよいこと、決まった正解はない

③班の代表者が、全体に発表する。 ことを助言する。

（予想される生徒の反応）

※「平家物語」について ・班交流及び全体発表では、表現しながら思考が深

・与一は源氏の名誉のために矢を射 められるように、マグネット操作盤を活用する。

るので「名誉」が優先されている。 ・それぞれの観点について、特徴的な意見をもつ班

・義経も「名誉」のために矢を拾お の代表者が発表をするように、意図的指名をする。

うとしている。 ・班交流及び全体発表では、「平家物語」を赤色、「光

・戦いに勝つことが必要なので「強 る地平線」を青色で考察させ、一つのシートに二

さ」が大切にされている。 つの図表を重ねさせることで、共通点や相違点を

・与一は舞を舞う男を射ているので、 容易に発見できるようにする。

「優しさ」や「他人の命」は大切

にされていない。

※「光る地平線」について ◇それぞれの物語について、登場人物の行動の

・若いライオンは自分で生きようと 仕方や言葉、読み取った心情などを根拠に優

決めたから「自分の意志」が大切 先している価値観を記述したり発表したりし

にされている。 ている。

・年を取ったライオンは他の獣に肉 （ワークシート・発表）【読む】

を分けてやっているから「優しさ」

や「他人の命」を大切にしている。

３ 登場人物が生きる上で優先する価 10

値観について「平家物語」と現代の 分 ◇ものの捉え方について古典世界と現代とを比

作品との相違点に注目して考察する。 較し、特に相違点に注目して、その理由など

（ワークシートＥ２） を考察して記述している。

（ワークシート・発表）【読む】

４ 次時の学習内容を知る。
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本時の展開（６／６）

(1) ねらい 表現上の工夫と効果を捉える。「平家物語」に描かれたものの捉え方の特徴をまとめる。

(2) 準 備 レーダーチャートシート掲示用・前時の生徒の意見を集約したプリント

ワークシートＦ・Ｇ

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◇評価）

１ 本時のめあてを知る。

[本時のめあて]

・「平家物語」の表現上の工夫と効果を捉えよう。

・本の帯を書いて「平家物語」の学びをまとめよう。

２ 表現上の特徴と効果を捉える。 15 ・「ひゃうど」「ひいふっと」などの擬声語や「紅の

（ワークシートＦ） 分 扇」「金色の日の丸」「白い波」「オレンジ色の夕

日」など聴覚や視覚に訴える表現を捉えさせる。

・対句的表現についても確認し、俯瞰的に情景を見

渡す効果や印象を鮮やかにする効果について理解

させる。

３ 単元の学びを振り返る。 10 ・冒頭部分中の「栄える者は必ず滅びる」という意

①冒頭部分を音読し、「無常観」「盛 分 味の四字熟語は？→「盛者必衰」

者必衰」の語と意味を確認する。 ・「この世の全てのものは変化する（人生ははかな

い）」という意味の三字の言葉は？→無常観

②「平家物語」の登場人物が生きる ・レーダーチャートシートのそれぞれの観点につい

上で優先する価値観の特徴や、現 て、クラスの生徒全員が個人で考えた数値を合計

代との相違点についての考察をま し、平均値化した図表を提示する。

とめる。 ・「平家物語」の登場人物が生きる上で優先する価

値観の特徴や、現代との相違点についての考察を

数名の生徒に発表させて考えを全体に共有させる。

・前時のワークシートＥ２に書かれた意見を集約し

たプリントを配布し、意図的指名をする。

４ 「平家物語」の本の帯を書く。 25 ・「平家物語」がどんな物語かをワンフレーズで書

（ワークシートＧ） 分 かせる。また、「平家物語」の登場人物が生きる

上で優先する価値観を補足説明として数行で書か

せる。

◇「平家物語」の登場人物が生きる上で優先する

価値観の特徴について、単元で学んだことを生

かして本の帯に書いている。

（ワークシート・発表）【読む】
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音 読 を 楽 し も う 「 平 家 物 語 」

Ａ
【 目 標 】 冒 頭 部 分 を 読 み 、 「 平 家 物 語 」 の 世 界 観 や テ ー マ を 知 ろ う 。

１ 「 君 た ち は ど う 生 き る か 」･･･ 自 分 が 生 き る 上 で 大 切 に す る こ と を 考 え よ う 。

● 自 分 の 考 え ● 友 達 の 考 え

● グ ル ー プ で 紹 介 し 合 い 、 気 付 い た こ と や 思 っ た こ と を 書 こ う 。

２ 線 部 を 現 代 仮 名 遣 い に 直 し て 、 線 の 右 側 に 書 き 込 も う 。

① ② ③ ④ ⑤

園 精 舎 の 鐘 の 声 、 諸 行 無 常 の 響 き あ り 。 沙 羅 双 樹 の 花 の 色 、 盛 者 必 衰 の 理 を あ ら は す 。

を ん し や う じ や し よ ぎ や う し や ら さ う じ ゆ じ や う し や ひ つ す い こ と わ り

⑥ ⑦

お ご れ る 人 も 久 し か ら ず 、 た だ 春 の 夜 の 夢 の ご と し 。 た け き 者 も つ ひ に は 滅 び ぬ 、 ひ と へ に 風 の 前

よ

の 塵 に 同 じ 。

ち り

３ 言 葉 の 意 味 を 知 り 、 「 平 家 物 語 」 の 世 界 観 に 触 れ よ う 。

① 祇 園 精 舎 ＝ 昔 、 （ ） の 須 達 長 者 が 、 （ ） の た め に 建 立 し た 寺 院 。

② 鐘 の 声 ＝ 祇 園 精 舎 に あ る 無 常 堂 の 鐘 は 、 病 僧 の 臨 終 の 際 に 自 然 に 鳴 り 、 僧 は 苦 し ま ず に 往 生 す

る と い う 。 （ 資 料 集 ７ ２ ペ ー ジ ）

③ 沙 羅 双 樹 ＝ （ ） が 亡 く な っ た と き 、 そ の 床 の 四 方 に 二 本 ず つ 植 え ら れ て い た こ の 木 が

互 い に 結 ば れ て 一 本 と な り 、 こ と ご と く （ ） に 変 じ た と い う 。 （ 資 料 集 ７ ２ ペ ー ジ ）

「 無 常 観 」 ・ ・ ・ 〔 〕 平 家 物 語 の 根 底 に 流 れ る 考 え 方

二 年 組 番
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扇 の 的 ― 「 平 家 物 語 」 か ら

Ｂ
【 目 標 】 場 面 の 展 開 を 捉 え よ う 。

１ 状 況 説 明

２ 扇 の 的 の 主 な 登 場 人 物

３ 場 面 の 展 開 を 捉 え よ う 。 （ 誰 が 何 を し た 場 面 か 書 こ う ）

現 代 文 の 部 分 日 暮 れ を 迎 え 、 ～ 見 え た 。 ・ 平 家 の 舟 か ら （ ） が 手 招 き し た 。

（133 ㌻ ９ 行 目 ～134 ㌻14 行 目 ） ・ （ ） の 命 令 で （ ） が 指 名 さ れ た 。

第 一 場 面 こ ろ は 二 月 ～ い ふ こ と ぞ な き 。

（134 ㌻15 行 目 ～135 ㌻ ５ 行 目 ）

第 二 場 面 与 一 目 を ふ さ い で 、 ～ な っ た り け

る 。 （135 ㌻ ５ 行 目 ～135 ㌻13 行 目 ）

第 三 場 面 与 一 、 か ぶ ら を ～ ど よ め き け り 。

（136 ㌻ １ 行 目 ～136 ㌻12 行 目 ）

第 四 場 面 あ ま り の お も し ろ さ に 、 ～ と 言 ふ

者 も あ り 。 （136 ㌻13 行 目 ～ 終 わ り ）

② 木 曾 義 仲 が 、

（ Ｂ ） で 兵 を

挙 げ る 。
③ 平 家 の 人 々 は

（ Ｃ ） を 捨 て て

西 国 へ 逃 げ た 。

① （ 人 物 名 ） が 、

（ Ａ ） を 源 氏 の 本 拠 地 に 定 め る 。

④ （ 人 物 名 ） は 、

平 家 追 討 軍 の 奇 襲 を 行 い 、 平 家

を （ Ｄ ） に 追 い 詰 め た 。

⑤ （ Ｄ ） の 戦 い ＝ 扇 の 的 の 舞 台

（ 家 ） ・ ・ ・ 海

（ 氏 ） ・ ・ ・ 陸

二 年 組 番
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扇 の 的 ― 「 平 家 物 語 」 か ら

Ｃ
【 目 標 】 扇 の 的 に 向 か う 那 須 与 一 の 心 情 を 考 え よ う 。

な す の よ い ち

１ ｢ 扇 の 的 」 の 解 説 文 と 現 代 語 訳 、 注 を 参 考 に 、 場 面 の 状 況 を 現 代 語 で ま と め よ う 。

① 与 一 か ら 扇 ま で の 距 離 間 余 り ＝ 約 メ ー ト ル

② 日 付 月 日 ③ 時 刻 午 後 時 頃

④ 風 や 海 の 様 子 （ ） が （ ） 吹 い て 、 波 も （ ） 。

⑤ 舟 の 様 子 揺 り 上 げ ら れ （ ） 上 下 に 漂 っ て い る 。

⑥ 竿 の 上 の 扇 の 様 子 舟 に つ ら れ て 揺 れ 動 き 、 少 し も （ ） し て い な い 。

さ お

⑦ 海 の 平 家 の 様 子 海 上 （ ） に 舟 を 並 べ て （ ） し て い る 。

⑧ 陸 の 源 氏 の 様 子 （ ） の く つ わ を 連 ね て 与 一 の 様 子 を （ ） い る 。

※ 場 面 の 状 況 か ら 考 え て 、 可 能 性 は 〔 〕 。

２ 与 一 が 命 を 懸 け る 覚 悟 だ と 分 か る 文 を 一 つ 選 ん で 、 原 文 か ら 抜 き 出 そ う 。

▼ 自 害 す る 理 由 も し 矢 が 命 中 し ・ 源 氏 は こ の 戦 い に （ ） 予 言 を さ れ て し ま う 。

な か っ た ら ・ 矢 を 外 す こ と は 、 武 士 や 源 氏 の （ ） に な る 。

※ 吉 凶 矢 ・ 与 一 は 、 源 氏 の （ ） を 汚 し た 者 に な る 。

（ 補 足 資 料 １ ）

３ 与 一 の 心 情 を 考 え よ う 。

① 義 経 か ら 指 名 さ れ た と き ● 与 一 の 気 持 ち を 想 像 し て 書 こ う 。

● 与 一 の 言 葉 を 書 こ う 。

② 命 令 を 辞 退 で き ず 、 波 打 ち 際 に 馬 を 歩 ま ● 与 一 の 気 持 ち を 想 像 し て 書 こ う 。

せ る と き

● 与 一 の 言 葉 を 書 こ う 。

③ 故 郷 の 神 々 に 祈 っ た と き ● 与 一 の 気 持 ち を 想 像 し て 書 こ う 。

● 与 一 の 言 葉 を 書 こ う （ 一 文 を 選 ぶ ） 。

二 年 組 番
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補 足 資 料 １ 扇 を 射 る 意 味 … 「 吉 凶 矢 」 に つ い て

『 源 平 盛 衰 記 』 に よ れ ば 、 そ の 扇 は 平 氏 の 秘 宝 で あ り 、 平 氏 は 戦 い の 勝 敗 を 占 う つ も り で 源 氏 に 挑

戦 し た 、 と あ る 。 戦 い の 勝 敗 を 鏑 矢 （ 音 の 鳴 る 矢 ） で 占 う こ と を 「 吉 凶 矢 」 と い う 。 吉 凶 矢 占 い

か ぶ ら や

で 負 け た 方 が 戦 い に 負 け る と さ れ る 。

※ 鏑 矢･･･ 戦 闘 開 始 の 合 図 の 音 を 出 す た め の 矢

か ぶ ら や

補 足 資 料 ２ 与 一 が 指 名 さ れ る ま で

補 足 エ ピ ソ ー ド や り と り

① 与 一 が 推 薦 さ れ る 。 与 一 を 推 薦 す る 者 が い た 。 （ 義 経 が ） 「 証 拠 は 何 だ 」 と 聞 い た

ら 、 「 （ 那 須 与 一 は ） 空 を 飛 ぶ 鳥 を 三 つ に 二 つ は 必 ず 射 落 と す

↓ 腕 前 で す 。 」 と 答 え た 。

② 与 一 は 辞 退 を 願 い 出 る 。 与 一 は 、 「 自 分 が 射 落 と せ る か ど う か は 、 不 確 実 で す 。 も し 失

敗 す れ ば 源 氏 一 族 の 不 名 誉 （ 恥 ） に な り ま す 。 必 ず 射 落 と せ

↓ る 人 に ご 命 令 に な っ て く だ さ い 。 」 と 、 一 度 は 辞 退 し た 。

③ 義 経 が 激 怒 し 、 辞 退 は 却 下 （ 辞 退 し た 与 一 に 対 し て ） 義 経 は 激 怒 し 、 「 こ の 戦 い に 参 加 し て

さ れ る 。 い る 者 は 、 私 の 命 令 に 逆 ら っ て は な ら な い 。 逆 ら う 者 は 鎌 倉

に 帰 れ 。 」 と 言 っ た 。

※ 戦 い か ら 外 さ れ る の は 武 士 に と っ て の 恥 で あ り 、 大 将 の 命 令

に 逆 ら っ た こ と に よ り 、 本 人 や 那 須 一 族 が 処 罰 さ れ る こ と も

な す

考 え ら れ る 。
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扇 の 的 ― 「 平 家 物 語 」 か ら

Ｄ
【 目 標 】 源 氏 の 武 士 た ち の 心 情 や 、 命 懸 け で 弓 を 拾 い 上 げ た 義 経

よ し つ ね

の 行 動 の 意 味 を 捉 え よ う 。

１ ｢ 年 五 十 ば か り な る 男 」 が 舞 を 舞 っ た 理 由 と 、 そ の 男 を 那 須 与 一 が 射 倒 し た と き

を の こ な す の よ い ち

の 平 家 と 源 氏 の 様 子 を 、 現 代 語 訳 か ら 抜 き 出 そ う 。

舞 を 舞 っ た 理 由 あ ま り の （ ） に （ ） か ら 。

与 一 が 男 を 射 倒 平 家 平 家 方 は （ ） 、 （ ） も し な い

し た 後 の 様 子

源 氏 今 度 も え び ら を （ ） ど っ と （ ） を 上 げ た 。

※ （ ） 側 か ら 出 た 二 種 類 の 言 葉 に つ い て 考 え よ う 。

（ あ あ 、 ） 、 （ こ と を 。 ）

２ ｢ あ 、 射 た り 。 」 、 「 情 け な し 。 」 と 言 っ た そ れ ぞ れ の 人 の 気 持 ち を 書 こ う 。

「 あ 、 射 た り 。 」 気 持 ち 。

「 情 け な し 。 」 気 持 ち 。

※ （ ） に 寄 り 添 う 視 点

【 弓 流 し 】

３ 義 経 が 命 が け で 弓 を 拾 い 上 げ た 理 由 を 、 現 代 語 訳 か ら 抜 き 出 そ う 。

（ ） 弓 を （ ） が 拾 い 、 『 な ん と こ れ が （ ） 九 郎

義 経 の 弓 だ よ 。 』 と （ ） に 違 い な い の が （ ） の で 。

４ 義 経 の 行 動 を ど う 思 う か 、 自 分 の 考 え を 書 い て 伝 え 合 お う 。
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「 平 家 物 語 」× 「 光 る 地 平 線 」

Ｅ
【 目 標 】 古 典 世 界 の も の の 捉 え 方 を 知 り 、 自 分 の 考 え を も と う 。

１ 登 場 人 物 の 生 き 方 （ 生 き る 上 で 優 先 す る 価 値 観 ） を 比 較 し よ う 。

● そ れ ぞ れ の 数 値 の 理 由 （ メ モ ）

「 平 家 物 語 」 「 光 る 地 平 線 」

２ 「 平 家 物 語 」 に 描 か れ た 人 間 の 生 き 方 を 現 代 の 生 き 方 と 比 較 し て 書 こ う 。

● 思 っ た こ と 、 気 付 い た こ と （ 特 徴 、 現 代 と の 共 通 点 や 相 違 点 な ど ）

● 相 違 点 の 理 由 と し て 、 自 分 が 考 え る こ と
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扇 の 的 ― 「 平 家 物 語 」 か ら

Ｆ
【 目 標 】 那 須 与 一 が 扇 の 的 を 射 落 と し た 場 面 の 情 景 描 写 を 読 ん で

な す の よ い ち

表 現 上 の 工 夫 を 捉 え よ う 。

１ 与 一 が 扇 を 射 落 と す 情 景 を 、 聴 覚 と 視 覚 で 捉 え よ う 。

【 聴 覚･･･ 弓 矢 の 音 】 当 て は ま る 語 や 文 の 一 部 を 古 文 か ら 抜 き 出 そ う 。

教 科 書136 ㌻ か ら

【 視 覚･･･ 扇 を 見 る 視 点 の 移 動 】 ① 竿 の 先 端

さ お

② （ ） へ 舞 い 上 が る

③ （ ） に ひ ら め く

④ （ ） に も ま れ る ⑤ （ ） へ さ っ と 散 り 落 ち る

⑥ （ ） の 上 に 漂 う

【 視 覚･･･ 色 彩 】 イ メ ー ジ で き る 色 と 物 を 「 赤 の ○ ○ 」 と い う よ う に 書 こ う 。 （ 教 科 書136 ㌻ か ら ）

※ 色 が 書 い て い な く て も 言 葉 か ら 想 像 で き れ ば よ い 。

（ ） の （ ）

（ ） の （ ）

（ ） の （ ）

（ ） の （ ）

２ こ の 様 子 を 見 て い た 平 家 と 源 氏 の 行 動 を 、 原 文 か ら 書 き 抜 こ う 。 （ 教 科 書136 ㌻ ）

教 科 書136 ㌻10 行 目 ～

平 家 （ ） に は 平 家 、 （ ） を （ ） 感 じ た り

教 科 書136 ㌻11 行 目 ～

源 氏 （ ） に は 源 氏 、 （ ） を （ ） ど よ め き け り

※ （ ） 表 現･･･ 同 じ （ ） で 、 意 味 の （ ） 言 葉 （ ま た は 反 対 の 言 葉 ） を

二 つ 並 べ て 、 印 象 を （ ） に し た り 意 味 を 深 め た り す る 。
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扇 の 的 ― 「 平 家 物 語 」 か ら

Ｇ
【 目 標 】 「 平 家 物 語 」 で 学 ん だ こ と を ま と め よ う 。

○ 「 平 家 物 語 」 の 登 場 人 物 達 の も の の 捉 え 方 の 特 徴 や 、 物 語 の よ さ を 伝 え る 本 の 帯

を 作 ろ う 。

に は 、 「 平 家 物 語 」 が ど ん な 物 語

か を ワ ン フ レ ー ズ で 書 こ う 。

に は 、 登 場 人 物 が 生 き る 上 で 優 先

す る 価 値 観 を 、 物 語 の 補 足 説 明 と

し て 書 こ う 。

軍 記 物 語
平 家 物 語

「 冒 頭 」 「 扇 の 的 」 「 弓 流 し 」
成 立 時 代 成 立 ・ 作 者 は 教 科 書 の 出 典 欄 を

作 者 参 考 に し よ う 。

【 現 代 に 受 け 継 が れ る 物 語 】 【 現 代 に 受 け 継 が れ る 物 語 】 に は 、

「 平 家 物 語 」 が 現 代 の 私 た ち に 何 を

伝 え て い る か を 書 こ う 。
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